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1.ドブルとは

2009年にフランスで発売された

ゲーム。全部で55枚のカードが

あり、1つのカードに8個のマー

クがある。

2.数学とドブル
【ユークリッド幾何学の例】

【射影直線】

【有限射影平面】
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どの２点も1つの直線を通る。

どの2枚のカードにも共通するマークが1つある。

【無限遠点】

2つの平行線

は無限の彼

方で交わる。
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[ユークリッド平面]

P = 2 のとき

[有限射影平面]

+3枚

全ての直線は1つの無限遠点を

持っている。

方向の数 =

無限遠点の数

55枚のカードで、どの2枚の
カードにも共通するマークが
1つだけある。

無限遠点

無限遠点

有限射影平面上の無限遠点の数 有限射影平面上の全ての点の数

＝p²＋無限遠点の数

ドブルは

1つのカードに8つのマークがある。
p=8-1=7

ドブルが作る最大のカードの枚数は

消失点=無限遠点

射影直線

実数

無限遠点

xとx‘は1対1対応→円上のP以外の点は実数
→​​​​​​​​円上の点P以外の点は実数

円上の点x‘はPに近づく P→∞

無限遠点

枚
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